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(25) 宮沢 W<教育関係>の歴史人類学~ 225頁
(26)マルティン・ブーバー植閏重雄訳『我と汝・
対話』岩波文庫 1979年 58頁以降。宮野 前掲書
130頁。
(27)中世と近代以降の「教育の時間j の違いについ
ては、前掲拙著『ヴェネツィアの放浪教師H6頁以降。
(28)ベルクソン 中村文郎訳『時間と自由』岩波文
庫 276頁。時間の空間化を否定し、純粋な持続を考え
る彼の思惟からも、「教育の時間Jは自由の問題に絡め
て考えられねばならない。
(29) P.アリエス 杉山光信・恵美子訳W<子供>の誕
生』みすず書房 1980年参照。また、前掲拙著『ヴェ
ネツィアの放浪教師~ 54頁以降。
(30)ジャック・ル・ゴ、ツフ 加納修訳「中世におけ
る教会の時間と商人の時間JWもうひとつの中世のため
に』白水社 2006年 60頁。贈与における円環的時間
の問題は、デリダ前掲書 68頁以降。その哲学的考
察は、契約における時間を考える際にも有用である。
(31)ハイデガー桑木務訳『存在と時間~ (上) (中)
(下)岩波文庫昭和35年。特に、下巻186頁以降。
(32) O.F.ボルノウ 藤縄千州訳『気分の本質』筑摩書
房 1973年 130頁以降は実存的不安とは逆の幸福な
時間に本来性を見ようとする。
(33)カント 前掲書 103-104頁。ただ、カントは
要物契約を基にこの考察をおこなっていることに留意
する必要がある。
(34)向上書 106頁
(35)近代以降とは逆に中世では、契約締結から完了
までの継続的教育行為よりも、契約完了の結果としての
授受された知識そのものを重要視した。そのため、対価
は授業料とは見なされず、成功報酬と見なされた。しか
し、契約によって生じる継続的な時間と契約の完了の結
果は、現在と未来として明確に区別されていた。当時の
婚姻契約では、未来形と現在形の契約が形式的にも区別
されていた。この事実からも、時間意識と結果に対する
対価の観念の関係をどう捉えるかを考える必要がある。
(36)この知識の「共有の完全性Jが確認された時に、
被教育者は教育者の仲間となり、その権利保証が教授免
許となる。そして、教授免許がその分野の専門職の保証
となる。そこに学位の歴史的起源がある。
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